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今
年
の
９
月
10
日
の
任
期
満

了
に
伴
う
、
岩
手
県
議
会
議
員

選
挙
に
向
け
、
県
連
選
挙
対
策

委
員
会
役
員
会
で
、
追
加
公
認

１
名
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
／
１
現
在
、
公
認
12
名
・
推

薦
１
名
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、

統
一
地
方
選
挙
で
は
、
自
民
党
公
認
・
推
薦
候
補
予
定

者
全
員
の
当
選
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
、
自
民
党
岩
手
県
連
が
大
き
く
前
進
す

る
一
年
と
す
る
為
、
幹
事
長
と
し
て
の
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
す
。
東
日
本
大

震
災
津
波
か
ら
の
復
興
の
推
進
を
最
優
先
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
Ｃ

釜
石
開
催
の
成
功
、
農
林
水
産
、
商
工
、
観
光
な
ど
本
県
経
済
の
活
性
化
に
重
点

を
置
い
た
活
動
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
一
人
と
し
て
、
周
産
期
医

療
体
制
の
充
実
や
待
機
児
童
の
解
消
等
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
の
整

備
に
向
け
た
政
策
の
立
案
と
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
手
県
議
会
議
員
選
挙

自
由
民
主
党

追
加
公
認
決
定

「ネット選挙」 研修会を開催
○
遠
野
選
挙
区
【
公
認
】工藤 勝子（74）

現・（４期）

【注】氏名、年齢、当選回数、経歴

平
成
７
年
に
当
選
以
来
、
連
続
６
期
23
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
む

岩
手
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
郷
土
で
す
。
そ
の

岩
手
は
今
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
み
、
種
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東

日
本
大
震
災
・
津
波
の
復
興
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
実
現
、
地
域
間
格
差
の
是
正
、
農

林
・
畜
産
の
振
興
、
地
域
医
療
の
確
保
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
・
実
績
を
生
か
し
、
希
望
の
持
て
る
岩
手
を
創
る
為
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

詳しい事例から、ネット選挙について学ぶ参加者

「進
め
ま
す
！
希
望
の
持
て
る
岩
手
へ
！
」

岩
手
県
議
会
議
員

千
葉

伝(

八
幡
平
選
挙
区
）

新
た
な
支
持
層
を
獲
得
す
る
た

め
に
は
、
候
補
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
ネ
ッ
ト
選
挙
の
備
え

を
万
全
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
慶
応
義
塾
大
学

大
学
院
政
策
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

特
任
准
教
授
の
田
代
光
輝
先
生

を
お
招
き
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
出
来
る
事
、
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
、

各
種
端
末
の
普
及
に
よ
る
ネ
ッ

ト
選
挙
解
禁
の
影
響
等
、
詳
し

く
解
説
い
た
だ
き
、
大
変
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
私
の
決
意

」
～

①

「復
興
と
党
勢
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
む
！
」

岩
手
県
議
会
議
員

岩
崎

友
一(

釜
石
選
挙
区
）

「震
災
復
興
と
均
衡
あ
る
県
を
実
現
！
」

岩
手
県
議
会
議
員

佐
々
木

茂
光(

陸
前
高
田
選
挙
区
）

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
早
い
も
の
で
８
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
復
旧
復
興
事
業
は
80
％
～
90
％
の
進
捗
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
感
は

低
く
、
ま
た
時
間
の
経
過
と
共
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
や
住
宅
再
建
、

浸
水
域
の
利
活
用
等
新
た
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
復
興
完
遂
、
地

方
創
生
の
次
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
更
に
は
、
沿

岸
被
災
地
と
内
陸
の
格
差
是
正
、
均
衡
あ
る
県
土
の
実
現
に
向
け
「
我
ら
が
声
」

を
し
っ
か
り
届
け
て
い
く
覚
悟
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
連
青
年
局
と
市
町
村
議
員
連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、

去
る
２
月
３
日
、
盛
岡
市
内
に
お
い
て
「
ネ
ッ
ト
選
挙
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
議
会
議
員
、
市
町
村
議
会
議
員
や
支
部

等
か
ら
約
60
人
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
の
参

議
院
選
挙
よ
り
解
禁
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選

挙
運
動
」
に
よ
り
、
候
補
者
本
人
、
政
党
等
は
も
ち
ろ
ん
、
有

権
者
の
方
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
選
挙
運
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
、
統
一
地

方
選
挙
の
実
施
に
よ
り
各
級
地
方
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

地
方
議
員
に
と
っ
て
は
２
度
目
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
で
す

が
、
現
状
で
は
十
分
な
対
応
が
出
来
て
い
な
い
候
補
者
が
多
く
、


